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21 牛のMycoplasma bovisによる化膿性気管支肺

炎

〔山口博之（佐賀県）〕

黒毛和種，去勢，12カ月齢，鑑定殺．肥育牛500頭

を飼養する農場で2011 年4月11日から発咳，翌22日

には左前肢の跛行を示す牛が認められた．25日には起

立困難，左前肢球節が腫大し獣医師による治療後起立し

たが，5月6日には再度起立不能を呈し，31日には予後

不良のため鑑定殺し病性鑑定を実施した．

剖検では，本症例は被毛粗剛を呈し，両前肢手根関

節・両後肢膝関節は腫脹し，関節腔には線維素と化膿性

滲出物が貯留し，滑膜表面は線維素の析出により絨毛状

を呈していた．浅頸リンパ節，内腸骨リンパ節が腫脹

し，肝臓では軽度の褪色，左胸腔内に線維素の析出，左

肺には化膿巣が多数認められた．

組織学的には，肺では，大小の多発性凝固壊死が広範

に認められ，周囲に好中球，マクロファージ，リンパ球

及び多核巨細胞の浸潤を伴う肉芽組織が認められた（図

21）．壊死巣中心部には石灰沈着がみられた．壊死病巣

によって圧排され，狭小化した肺胞には軽度のマクロフ

ァージ，リンパ球が浸潤し，硝子様血栓が散在してい

た．肝臓では，軽度の好中球浸潤を伴う壊死巣が散在し

ていた．関節にも壊死巣が散在し，周囲にマクロファー

ジ，リンパ球及び多核巨細胞が認められ，好中球浸潤巣

も散在していた．抗Mycoplasma bovis家兎血清（動衛

研）を用いた免疫組織化学染色では，肺及び関節の壊死

巣に一致して陽性反応が多数確認された．

細菌検査では，M. bovisが肺（＞1.0× 106ccu/g），

後肢関節スワブ（1.0×104ccu/g），関節液（10ccu/g）

から分離された．結核は否定された．ウイルス分離成績

は陰性だった．肺，肝臓を用いた牛伝染性鼻気管炎ウイ

ルス，牛パラインフルエンザウイルス3型，牛アデノウ

イルス7型，牛RSウイルス，牛ウイルス性下痢ウイル

スに対するPCR検査では，特異遺伝子は検出されなか

った．

本症例は，M. bovisによる化膿性気管支肺炎及び多

発性関節炎と診断された．

22 牛のグラム陽性球菌による栓塞性化膿性腎炎

〔阿部敏晃（徳島県）〕

黒毛和種，雄，62日齢，鑑定殺．2011年3月17日生

まれの子牛が出生時より前肢ナックリングを呈し，5月

17日より起立不能となり，5月18日病性鑑定依頼があ

った．鑑定殺時の状態は，軽度削痩，呼吸速迫，動作困

難，横臥状態であったが，前躯は介助すれば起立できる

状態であった．
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図21 牛のMycoplasma bovisによる化膿性気管支肺炎．
中心に石灰化がみられ，周囲を肉芽組織によって被わ

れた大型の凝固壊死（HE染色　×25）．
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剖検では，左房室弁に疣状腫瘤がみられた．また肺前

葉の一部に暗赤色肝変化がみられた．

組織学的には，主病変は腎皮質，特に糸球体に主座し

ていた．初期病変として，ボウマン腔に漿液滲出，好中

球浸潤がみられた．中期病変として，ボウマン腔に線維

素析出，重度好中球浸潤，出血，半月体形成，メサンギ

ウム増生などがみられ，これら病変により糸球体毛細血

管は圧迫され，徐々に消失する様子が認められた．糸球

体毛細血管内腔には，多数のグラム陽性球菌による菌栓

塞がみられた（図22）．末期病変として，糸球体毛細血

管の固有構造は完全に消失し，膿瘍化あるいは増生ボウ

マン餒上皮による置換がみられた．PAS反応では，糸球

体毛細血管基底膜の肥厚は認められなかったが，ボウマ

ン餒基底膜，尿細管上皮基底膜には不規則な肥厚が認め

られた．間質には，好中球浸潤，出血，形質細胞浸潤が

みられ，アザン染色では種々の程度の線維増生が認めら

れた．尿細管内には血液，エオジン淡染漿液の貯留，好

中球浸潤がみられた．髄質には，微小膿瘍が散見された

が，血管充盈の他は大きい変化は認められなかった．

病原検索では，心，腎からAerococcus viridansが分

離された．

以上から，本症例は細菌性（疣贅性）心内膜炎に継発

したグラム陽性菌による栓塞性化膿性腎炎と診断され

た．なお，分離菌については病原性がない常在菌とされ

ており，本症の一次的な原因菌ではないと思われたが，

病理発生は不明であった．

23 牛のMycoplasma bovisによる小脳の膿瘍

〔別府　成（鹿児島県）〕

黒毛和種，3カ月齢，雌，鑑定殺．2010年4月10日

出生し，2週齢頃から発熱，呼吸器症状を呈し，5月中

旬から中耳炎症状が，6月中旬以降に眼球振盪，てんか

ん症状等の神経症状があらわれ，7月には起立不能とな

り，病性鑑定を行った．

剖検では，肺及び胸膜が癒着し，右肺に広範囲の多発

性膿瘍があり．左中耳及び内耳が拡張しており内腔に乾

酪化した膿汁が充満していた．頭蓋内には赤色脳脊髄液

が貯留し，左右大脳表面，左小脳表面に粕状膿塊が付着

していた．

組織学的には，左側小脳の膿瘍では，中心部細胞退廃

物の周囲にマクロファージや形質細胞が浸潤していた

（図23）．また，左側の延髄腹側面にも同様な膿瘍や軟化

巣が存在した．大脳の髄膜には形質細胞や好中球が広範

囲かつ軽度に浸潤していた．また，肺には大小多数の膿

瘍が存在した．

病原検索では，肺からはMycoplasma bovisが分離さ

れたが，小脳からは分離されなかった．肺乳剤，中耳，

右耳，小脳スワブ液についてM. bovis，M. bovirhinis，

M. dispar，M. bovigenitaliuのPCR検査を行ったとこ

ろ，全検体でM. bovisの，肺と右耳スワブ液でM. dis-

parの特異遺伝子が検出された．

以上の所見から本症例は牛のM. bovis感染症と診断

された．討議の結果，小脳の病変は左耳から伝播したも

のと考えられた．

24 牛のHistophilus somniによる血栓形成と壊死を

伴った化膿性線維素性髄膜小脳炎

〔荒木美穂（沖縄県）〕

交雑種，雄，4カ月齢，斃死例（死後6時間以上）．3

頭の育成牛が斜頸，旋回等の神経症状を呈し，抗生剤等

で治療，2頭は回復したが当該牛は斃死し，病性鑑定を

実施した．

剖検では，肺胸膜が癒着し，肺左右前葉が硬結肝変化

を起こし，チーズ様物が貯留しており，心外膜と癒着し

図23 牛のMycoplasma bovisによる小脳の膿瘍．乾酪化
の膿瘍とその周囲の炎症細胞（HE染色　×50）．

図22 牛のグラム陽性球菌による栓塞性化膿性腎炎．菌

栓塞及び顕著な好中球浸潤がみられた糸球体（HE染
色　×200）．
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ていた．脳では髄膜が混濁し，大脳及び小脳表面に出血

があり，小脳虫部では髄膜の混濁肥厚が顕著であった．

組織学的には，小脳で皮質が広範囲に壊死し，微小膿

瘍，血栓，出血及び血管炎が多発しており，特に髄膜で

の血管病変と線維素の析出が顕著であった（図24）．大

脳と脊髄で同様の病変が軽度にあり，脳底部髄膜への好

中球浸潤が重度であった．その他の臓器では，肝，心，

胸腺，消化管及び左後肢骨格筋に血栓，血管炎及び化膿

病巣が多発又は散在していた．肺では小葉間が拡張し線

維素が析出しており，壊死巣を取り囲んで変性した好中

球が集簇し，気管支腔には炎症細胞が充満していた．抗

Histophilus somni家兎血清（沖縄県家衛試）を用いた

免疫組織化学的染色では，小脳の壊死病変部に加え，病

巣周囲の血栓内や血管壁にも陽性反応が認められた．

病原検索では，大脳，小脳，肺からH. somni，また

肺からPasteurella multocidaとUreaplasma diversum

が分離された．脳幹部，脊髄，脳脊髄液からのウイルス

分離は陰性であった．

本症例はH. somni感染症の敗血症型と診断され，小

脳での重度病変形成が特徴的であった．

25 牛のリステリア症

〔高井　光（石川県）〕

ホルスタイン種，雌，2歳，斃死例（死後半日で解剖）．

乳用牛80頭をフリーストール牛舎で飼養する酪農家に

おいて，2008年5月16日，搾乳牛1頭が食欲廃絶，ふ

らつき，左顔面麻痺を呈した．対症療法を施したが症状

は改善されず，5月20日斃死した．

剖検では脳軟膜は白濁していた．その他，主要臓器に

著変はなかった．

組織学的には，延髄ではリンパ球，組織球系細胞，好

中球による囲管性細胞浸潤（図25），グリア細胞の結節

性増殖，微小膿瘍が多発していた．また，び漫性に神経

網が粗鬆化し，血管周囲腔では出血していた．同様の病

変は他の脳幹部検査部位にも存在したが，大脳半球，小

脳では認められなかった．抗 Listeria monocytogenes

1a及び4b抗体（動衛研）を用いた免疫組織化学的染色

の結果，微小膿瘍に一致してL. monocytogenes 4b抗原

が検出された．

大脳，小脳，脳幹部（橋及び延髄部位），髄液，主要

臓器及び直腸便から菌分離を試みたところ，脳幹部より

L. monocytogenesが分離された．また，農場内の環境

調査（飼料，敷き料），同居牛検査（4頭の直腸便，バル

ク乳）を実施したところ，同居牛 1 頭の糞便より

L. monocytogenesが分離された．なお，当該牛の

BSEELISA検査は陰性であった．

以上より，本症例は牛のリステリア症と診断された．

（次号につづく）

図24 牛のHistophilus somniによる血栓形成と壊死を伴
った化膿性線維素性髄膜小脳炎．クモ膜下及び脳実質

の血管内に線維素血栓がみられる（HE染色　×100）．

図25 牛のリステリア症．延髄．単核細胞の囲管性細胞浸

潤（HE染色　×50）．


